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要 旨

イ ン トラネ ッ トを利用した行政情報の 共有と外部 - の 公 開を目的に高岡市と高岡短期大学が共同で

研究を行な っ た｡ 行政情報は市民 - の 公 開が第 1 目的であり W e b により市民に公開して い る市も多 い

が
, 市民の みならず市役所内部で の利用価値も高 い

｡
これ らの情報の生成と維持には多くの 部署が関

係するため
,

`現有 の
｢
窓 口ガイ ド｣ の ような紙の文書に保管 して い て は頻繁に行なわれ る情報の更新

と配布に適切に対応 しにく い と い う問題があ っ た｡ イ ン トラネ ッ トを利用 し, W eb 上 で担当者が直接

に情報を作成 ･ 変更できる シ ス テ ム を試作し
, 情報 の 迅速な吏新と配布を実現 できる こ とを検証した｡

更に, 試作シ ス テ ム の結果と高岡短期大学 で の W e b の 運用経験に基づき, イ ン トラネ ッ トにおける

Ⅵre b を利用 した情報管理 の位置 づけと今後 の方向に つ い て考察した
｡

キ ー

ワ
ー ド

イ ン トラネ ッ ト, ホ
ー ム ペ ー ジ, W e b , 行政情報, 情報管理, 文書情報, 情報検索

1 . は じめ に

W eb 技術とそれ を利用 した応用シ ス テ ム は

急速に成長 して いるが
, とりわけ組織内部の

情報に対する ニ ー ズ を W eb 技術が支援する

｢ イ ン トラネッ ト｣ の伸びが最も大きい と言

われて い る
1)

｡ w eb を基盤としたイ ン トラネ ッ

トは従来型の トラ ンザク シ ョ ン ･ デ ー タ ベ ー

ス の みならず, 文書情報の 管理 に威力 を発揮

することが報告されて い る
1 卜4)

｡

高岡市と高岡短期大学が共同で行な っ たホ ー

ム ペ ー ジを利用 した市政サ ー ビ ス 向上 に関す

る研究の テ
ー

マ と してイ ン トラネッ トにおけ

る情報管理 の 問題 をとりあげ, 行政情報を対

象と した シ ス テ ム を試作 し, 有効性 を検討 し

た ｡ 更 に, 試作シ ス テ ム 及び高岡短期大学内

で の W eb の運用経験に基づ き, イ ン トラネ ッ

トにお けるW eb を利用 した情報管理 の 問題に

つ い て考察を加 えた｡

なお,
こ こ で は ｢ W eb ｣ とい う語は以下 の

3 つ の意味を持つ もの とする
1) :

1 . サ ー バ 及びゲ ー トウ ェ イよりなる物理

的なネ ッ トワ
ー ク

2 . ネ ッ トワ ー ク の リ ン クとノ
ー ドか らな

る分散W eb に含まれる コ ン テ ン ツ

3 . イ ン タ ー ネ ッ ト技術

2 . 計画 と目標

高岡市の行政情報は文書 の 形式で
｢ 窓 口ガ

*
産業情報学科

* *
高岡市財政管理 部電子 計算課

* * *
高岡市企画調整部企画課



16 近 藤 潔 ･ 米 川 覚 ･ 土 肥 慶
一

郎 ･ 山 本 貴 弘

イ ド｣ にまとめられて い る
5 )

｡ 窓 口ガイ ドの内

容は多岐に渡 っ て おり, 市民サ ー ビ ス の 窓口

として の重要性が高い ｡ 内容的には行政情報

の概要と担当連絡先が記載されて おり, 詳 し

い情報が必要の 場合は担当連絡先に電話等で

コ ンタク トする仕組みにな っ て い る ｡

富山市で はホ ー ム ペ ー ジに｢行政の 手引き｣

の コ ー ナ ー を設け
6)

, 金沢市では r くらし の情

報｣ の コ ー ナ ー
7 )
で行政情報を公開して市民に

よるア クセ ス の 便を図 っ て い る｡ 高岡市で も

行政情報をホ ー ム ペ ー ジで公開す べく検討す

るこ ととな っ たが , ただ公開するだけで なく ,

同時に業務の効率化を達成すべく以下の 目標

を設定した :

I
. 1 . 市民のみならず市職員にも有用なもの

とする

2 . デ ー タ の作成, 変更の手間を最小限に

する

1 に関して は, 行政情報の種類が多い ため,

市民向けの行政情報は担当以外の職員にと っ

て そ のままで も有用で あるが, 次に示す理由

から, 市民向けと職員向けとで情報の分類及

び公開する情報の 範囲を自由に変えられるよ

うに した い ｡

･ 市民向けと予備知識の ある職員向けとで

情報の分類を変えた方が使いやすい

･ 市民に不用 の情報で も職員に有用な情報

を活用 したい

2 に関して は, 次に示す情報に対して同
一

の情報源を使うように し, 同じ情報を再度入

力 しない ような仕組みとする｡

･ 紙で 印刷する窓口ガイ ド

･ 市民向けの W eb による行政情報

･ 職員向けの W eb による行政情報

以上 の目標に沿 っ て シ ス テ ム の設計を行な っ

た ｡

3 . シス テム概要

3 .1 全体構成

前章で述 べ た目標を達成するため, 図1 に

示すようなシ ステ ムの構成をとる ことにした｡

こ の構成図の 内容を以下に説明する :

1 . 行政情報 - の アクセ ス は市役所の 内外

ともW eb ブラウザで行なう

2 . 行政情報 の生デ ー タは内部サ ー バ の行

政情報デ ー タ ベ ー ス に保管する

3 . 行政情報デ ー タ ベ ー ス は担当職貞が

W eb ブラウザで作成 ･ 編集する

4 . 市民向けに公開する行政情報は外部サ

ー バ にH T M L フ ァイ ル で保管する

5 . 職員向けに公開する行政情報は内部サ

ー バ にH T M L フ ァイ ル で保管する

6 . 行政情報デ
ー タ ベ ー ス のデ

ー タから,

内部及び外部サ ー バ のH T M L フ ァ イル

を作成する作業はプ ロ グラ ム が自動で

行なう

市民向けと職員向けのホ ー ム ペ ー ジを別個

に用意 し, 単
一 のデ ー タ ベ ー ス から自動的に

H T M L フ ァイ ル を生成する ことで , 市民と職

員の 両方に有用な情報 の提供と, 最小限ゐ手

間で のデ ー タ作成 ･ 変更が実現できると考え

た｡

3 .2 全文検索機能

行政情報は内容が多岐に渡るため, ジャ ン

ル による分類だけで は目的の情報に到達でき

ない場合が予想される｡ そ こで , W eb と相性

の 良い全文検索 エ ンジ ン である W A IS ( W i d e

A r e a l n fo r m a ti o n S e rv e r)
8 )9) 1 0) を使用する

ことに した｡ W A IS ソ フ トウ ェ ア は対象とな

るフ ァイ ル からテ キス ト形式 のイ ンデ ッ クス

を作成 し, キ ー ワ ー ドや文章表現 をイ ンデ ッ

クス づ けされた フ ァ イル の中か ら捜 し出すこ

とがで きる｡



表 1 : 部署による分類
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コ
ー

ド 部 署 名 コ
ー

ド 部 署 名

0 2 0 .1 企 画 課 0 4 0 1 中小企業課

0 2 0 2 秘 書 課 課 0 4 0 3 エ業労政課

0 2 0 3 人 事 課 0 4 0 4 観光物産課

0 2 0 4 広報統計課 0 4 0 5 観 光 協 会

0 2 0 5 ( 企) 総務課 0 5 0 1 農林水産課

0 2 0 7 職員研修所 0 5 0 2 農 地 課

0 2 0 8 女性行政室 0 6 0 1 環境保全課

0 2 0 9 国 際 室 0 6 0 2 戸 籍 課

0 3 0 2 財 政 課 0 6 0 3 市民生活課

0 3 0 3 監 理 課 0 6 0 4 交通対策課

0 3 0 4 工事検査課 0 7 0 1 ･ 社会福祉課

0 3 0 5 市 民 税 課 0 7 0 2 児童福祉課

0 3 0 6 資 産 税 課 0 7 0 3 高齢福祉課

0 3 0 7 納 税 課 0 7 0 4 国民年金課

0 3 0 8 行政管理課

0 3 0 9 管財用地課

0 3 1 0 電子計算課

4 . 2 処理 の涜れ

デ ー タ及び検索イ ンデ ッ クス の作成は図2

に示す流れに より , 担当職員が自分で W e b ブ

ラウザ上で行 なう｡
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入 力 ･ 変更

図2 の
｢
1 . 情報登録 ･ 変更 ･ 削除｣ を選

択すると図3 に示す画面が現れる｡
.

ここで デ

ー タの入力
'

･ 変更操作を行なう｡ こ の部分は

P e d
l l) のC G I モ ジ ュ

ー

ル
1 2 )

を用い て作成した｡

入力 ･ 変更操作の概要を以下に示す :

･ 担当課をメ ニ ュ
ー から選ぶ

･ 変更の 場合, 登録番号を入力してか ら既

存のデ
ー タ

.
を呼び出す

･ 公開可否により市民向けに公開するか ど

うかを選択する

･ 公開する場合の分類を選択する

･ 内容等の必要事項を記入する

点き# (

監F∃Il

戸捷評

萱
萱
a

妻

;,

高岡市 ･ 情報登録公開シ ステ ム

● デ ー タ作J&

1 . 情相登録
･

変更
･

.
削除

r e g i s t e r . tI1

2 . 非公開 ペ ー ジと公開 ペ ー ジの 再稚蕪
b u il d h t n 1 . I) i

3 . 公開 ペ ー ジQ) ファ イ ル 転送
f t 別〉訓 m . p l

● 8 乗 イ ン チ サ ケス 0 作J&

l . デ ー タ ベ ー ス再構築

2 . 雪男 親 王新
'
( 追加)

3 . 晋浮 端 表示
s h o v i n d e x . I) e l

図2 : デ ー

タ作成の流れ

高岡市行政情報提供シス テ ム の入力

& 点さ手 ′ F ｢

- ビス コ - ナ ー

点き併 ′ 民 サ ー 2 7 -

1 8 5 7

i
L
J野可9 ( r =

非 公開 斥 公開

頒 J

r= 市政ガイ F r: 健康情報 r7 観光
･

イ ベ ン ト情報

rT 暮ち し の 情報 r: 教育情報 r 救急
･

肪炎情報

匡 届出
･

手続き情報 仁 福祉情相 r 高岡市かちの お知らせ

pV 5. /

市民q) 皆ざんが､ 市役所 へ 出向かなく て も買い 物や散泰の つ い で に､

証明春の 交付が受けられます.

●義朗

御旅屋 セ
1) オ7 帽

●取屯暗闇

必事な住民 票などの

図3 : 行政情報 の 入力 ･ 編集

H T M L フ ァ イ ル の作成

上記操作により作成された生デ ー タから,

公開用 の H T M L フ ァイル と内部用めH T M L

フ ァイ ル を作成するの が図 2 の r 2. . 非公開

ペ ー ジと公開ペ ー ジの 再構築｣ である｡ 利用

者がこ の メ ニ ュ
ー を選択すると自動的にH T M L

フ ァイ ル が作成される｡ また, 公開用のH T M L

フ ァイ ル を公開用の外部サ ー バ に転送する の

が ｢
3 . 公開ペ ー ジの フ ァイ ル転送｣ で ある｡

こ の部分はP e rl
l l )

の N et: :F T P モ ジ i -

ル
1 2)

を用い て作成 した ｡

図 4 に生成した公開画面 の例を示す｡ 左側
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フ レ ー ム の
｢
福祉情報｣ を選択する と, 右側

フ レ ー ム にそ の分類で登録されて い る情報の

一

覧が表示される ｡ こ こで , 右側 フ レ ー ム の

｢0 702 - 1 ｣ を選択すると, 図 5 の ような情報

の内容が表示される｡

職員向けの 非公開画面は図6 の ように部署

19

による分類か ら選択する ｡ 児童福祉課 を選択

すると右側 フ レ ー ム の ような児童福祉課に関

する登録情報
一

覧が表示される ｡ こ こ で
｢
070 2

- 1 ｣ を選択すると, 図5 の右側 フ レ ー ム と同

じ内容が図6 の右側 フ レ ー ム に表示 される｡

点周
r

甜 L 7 b
-

I F
'

( iI 評 コ
- F )

O T O 2
-

1

D 7 0 2
-

2

O T O 2
-

3

O T O l
-

I

0 7 0 2
1 4

O T O 3
-

1

福祉情報

( 件名)

保育 所 に チ ビもを謂 けた い とき

児童手当

児童挟義手当

妊産婦医療費助成

高岡市退児空育手当

一 人 暮ら し の 方 へ 0) サ ー ビス

図 4 : 公開画面

点〕野赤倉E7 b
'

/ i
.

図5 : 内容の表示

甜 脚 群 シ ス テ .& 御 舟 甜

堅塁堅堅
宅l ま の 玉 釈

旦連盟
児 童 醐

社 会 …

高畠翁福 祉課

屋塊塩皇諾
企 画 課

市 民 生 活 課
圏 陛 室

( 静詳 コ
ー F )

O T O 2 - 1

0 T O 2
-

2

O T O 2
-

3

O T O 2
-

4

児童福祉課別登録情報 一 覧

( ft 名)

保育所に 子 どもを預けた い とき

児 童 手 当

児童挟義手 当

高同市退兇変育 手当

図 6 : 職員向け非公開画面
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図7 : 検索画面
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図8 : 検索結果
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l
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覚 ･ 土 肥 慶
一
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( 行政什報デ ー タ ベ ー

ス)

図9 : 行政情報デ ー

タ ベ ー

ス の実装

く ト - 0 7 0 2 - -

>

< ! - - - 1 - - -

>

< ! ･ ･ ･ o p e n - - -

>

< ! ･ - I W elf a r e - - -

>

( 以下
､ 通常の H T M L)

図10 : 生成情報の追加

検索イ ンデッ クス の作成

デ ー タを変更した場合,

.
検索イ ンデッ クス

を作り直す必要がある｡

｢
1 . デ

⊥ 夕 べ - ス再

構築｣ はイ ンデッ クス ･ デ ー タ ベ ー ス を最初

から作り直す操作であり,

｢
2 . デ ー タ ベ ー ス

更新(追加) ｣ は新しく付け加わ っ たイ ンデッ

クス だ けを追加する ｡ デ ー タ ベ ー ス 更新の場

合はイ ンデ ッ クス の 削除を行なわない の で ,

定期的に再構築する必要がある｡

｢
3 . イ ンデッ

クス の 表示｣ は現在登録されて いるイ ンデッ

クス を全部表示する ｡

キ ー

ワ
ー ド検索は図4 の公開画面でも図6

の非公開画面でも行なえる｡ 公開画面でS早ar Ch

ボタン をクリ ッ クすると図 7 の ような検索画

面が現れる｡ こ こ で キ ー

ワ
ー ドに ｢

住民票｣

と入力して検索を実行すると図8 の ように検

索結果がス コ ア の高い順に表示される｡ こ こ

か ら
｢
C o n t e n t s J の とこ ろを選択 して

｢
住民

票｣ の キ ー ワ ー ドを含む情報を表示させる こ

とがで きる｡

4 . 3 デ ー タ ベ ー ス の実装

図1 の行政情報デ
ー タ ベ ー ス からは公開用

と内部用 の H T M L フ ァイ ル を生成する必 要

があり, また, 図3 の利点者イ ン タフ ェ
ー ス

から のデ
ー タ入力 ･ 編集機能に対応する必要

がある｡ 図 9 にこれ ら の関係を示す｡

C G I プ ロ グラミ ン グの問題の
~
1 つ に状態の保

存がある｡ C G I モ ジ ュ
ー

ル には s a v e( ) とい

う関数が用意されて おり, C G I モ ジ ュ
ー ル に

固有の形式で フ ォ
ー ム のデ ー タをフ ァイ ル -

書き出す｡ 生デ ー タ (内容デ ー タ) は s a v e 関

数を用い てテ キス トラアイル へ 重きだ し, 同

時にフ ォ
ー ム デ ー タから直接H T M L フ ァイ ル

を作成すると い う方式をと っ た ｡ こ の H T M L

フ ァイ ル は図5 の右側フ レ ー ム の ようにそ の

ままで内容 の表示に使用できる ｡

図4 と図6 に示す画面 を表示する公開用 と

内部用 のH T M L フ ァイ ル を生成するために ,

上記 の内容デ ー タの H T M L フ ァイ ル の 中に必
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要な情報を コ メ ン トの 形式で埋 め込んだ ｡ 例

えば, 図 5 の 内容 を示すH T M L フ ァ イ ル は

0 70 2
-

1 . h t m l とい う名称を つ け, か つ
,

フ ァイ

ル の中に部署 コ ー ド, 追い 番, 公開/ 非公開,

公開時の 分類を図10 の ように フ ァイ ル の先頭

に挿入 した｡

公開用と内部用の H T M L フ ァイ ル を生成す

るP e rl プ ロ グラ ム は , 全て の 内容デ ー タ の

H T M L フ ァイ ル を調 べ
, 図10 の 生成情報か ら

存在するデ ー タの 分類とフ ァイル 名を関連さ

せる処理 をオ フライ ン で 実行する｡

5 . 結果の検討

試作シ ス テ ム に検証用 の デ ー タ を入力 して

使用 し, 機能を検討 した｡

5 . 1 市民, 職員に と っ て の有効性

内部の情報と直接にリ ン ク した行政情報で

あるため, 変更された内容が迅速に反映され

る の で , 市民が良質の情報を得る ことができ

る ｡

200 以上 の部署(課 ･ 係) が関係する行政情

報をそれぞれ の部署で管理 し, か つ だれで も

他部署が作成 した情報にアクセ ス できるの で ,

更新情報を配布する仕組みと して W e b の機能

が大変有効と思われる｡ また, 全文検索機能

が使える の で , 組織を横断的に検索すること

も容易で ある ｡

5 . 2 デ ー タ の 作成 ･ 変更 の手間

デ ー タは行政情報の入力 ･ 編集画面で作成 ･

変更するだけな の で , それ以外の 余分な入力

作業は発生 しな い
｡

ただ し, 文書形式 の ｢ 窓

口 ガイ ド｣ 用 のデ ー タを生成する シ ス テ ム は

別 に検討する必要 がある｡

5 . 3 利用者イ ンタ フ ェ
ー ス

利用者イ ン タフ ェ
ー

ス に関 し て は , デ ー タ

がテ キ ス トのみ の 場合は , W eb ブラウザの フ
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オ
ー ム機能のみで ほ ぼ満足 いく こ とがわか っ

た｡ ただ し, 図な どを使用する場合には不十

分で ある ｡ 図を使用する場合にはⅢT M L フ

ァ イ ル の みで なく , 画像デ ー タも組に して取

り扱う必要がある ｡

5 . 4 セ キ ュ リテ ィ , 整合性

内部と外部を明確に区分して い るの でデ
ー

タ の閲覧に関するセ キ ュ リテ ィ の 問題は発生

しない ｡ ただ し, デ ー タ の作成 ･ 変更に関 し

て は他部署の デ ー タをか っ て に改変するこ と

ができな いような仕組みが必要と思われる ｡

また, デ ー タ の整合性を守るためにデ ー タ改

変に対する排他制御の検討も必要で ある｡

5 . 5 大量デ ー タ へ の対応

こ の 試作シ ス テ ム は大量デ
ー タ - の対応 を

考慮 して い ない ｡ 大量デ ー タを扱う場合は関

係デ
ー タ ベ ー ス 等のD B M S によるデ

ー タ管理

が必 要で あろう｡ ただ し,

｢ 窓口ガイ ド｣ 程度

の 情報で あれば, 本シ ス テ ム の ようなP e rl で

作成 したプ ロ グラ ム で も性能的には十分に対

応で きる と思われ る｡

6 . W e b を利用 した情報管理 に

つ い ての考察

本論文 の行政情報提供 シ ス テ ム は元来 ｢ 窓

口ガイ ド｣ とい う1 つ の冊子に まとめられて

い た文書情報で ある｡
これ を W e b コ ン テ ン ツ

の 形式に変換するこ とで種 々 の メ リ ッ トが生

じるこ とを前章で検討した ｡ W e b を利用する

こ とで企業等で所有する情報をより上手に管

理 し, 活用 できる可能性 が高ま っ た｡ こ の よ

うな W eb を利用 した情報管理 シ ス テ ム に つ

い て考察する｡

6 . 1 情報シ ス テ ム環境の変化

メイ ン フ レ ー ム か らL A N 環境 - の ダウ ン

サイ ジ ン グが浸透 した現在で は , 多く の企業
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企 暮レベ ル

図11 : 企業シ ス テ ム の階層

シ ス テム の構成は図1 1 に示すような 3 階層の

形態を
.
t っ て い る

13 )
｡

こ の 3 階層構成 の対象はトラ ンザク シ ョ ン

･ デ ー タ ベ ー ス を中心にした基幹系の業務シ

ス テ ム であり, 文書の ような構造化されて い

ない デ ー タはO A の領域と して 別に扱われて

い た｡ O A 分野で は ロ ー タス ノ
ー

ツ の ようなグ

ル ー プウ エ アが用い られることが多か っ た
1 4)

｡

企業内部にW eb 技術を適用する ｢ イ ン トラ

ネ ッ ト｣ は, 基幹系の業務シ ス テム に対する

アクセ ス機構として W eb を使うことから広ま

っ て い っ たが
1 5)

, 業務シ ス テ ム の み な らず

O A 分野 の文書系デ
ー タ の管理に威力を発拝

することが報告されて い る
1 ト4 )

｡ これ性, H T M L

の ス ー パ ー セ ッ トであるS G M L が文書情報の

デ ー タ化を指向して作られた
1¢)

こ とから の当

然の帰結であるともい える｡

~ W eb は業務シ ス テ ム 及びO A シ ス テ ム - の

アクセ ス機構で あるだけで なく , W e b サ ー バ

に蓄積されたH T M L フ ァ イ ル やC G I プ ロ グ

ラ ム 自体が企業の持つ 情報と して重要性を高

めて い る｡

"

K n o wl ed g e M an a g e m e n t( K M )
''

( ｢ 知識管理｣) とい う言葉が, こ のようなシ

ス テ ム の状況を包括的に表現で きる概念とし

て 現れた
1 7)

｡

6 .2 W e b の 役割り

知識中心型情報シ ス テ ム では, 知識の源泉

を組織の構成員
一

人
一

人で あると考え, そ の

知識の取りだ しと保持を目標とする
1 8)

｡ こ の

ような ｢知識｣ は基幹系のデ ー タや文書系の

デ ー タのみならずW eb のサ ー バ に蓄積された

W
■

eb コ ン テ ン ツそ のものも包含することにな

る ｡

著者ら軌 シ 大テ ム 運営等の 間虚を対象に

W eb を利用 した情報管理に つ い て研究 してき

た
1 9) '2 0 )

｡ シ ス テム運営の 問題はシ ス テム 情報

の敢得のみならず情報の作成 ･ 更新 ･ 配布等

が大きな部分を しめて い る点にお い て , 本論

文 の行政情報提供シ ス テム と大差がな い ｡ ま

た , W eb を基本的な仕組み として 用い て い る

ことも同様で ある｡

この ように, W eb はすで に蓄積された情報

- の アクセ ス 手段を提供するだ けでなく, 級

織 の構成員が持つ 知識や各種の蓄積されたデ

ー タを共有して活用するため の ｢知識｣ を コ

ン テ ン ツ とい う形式で所有して い ると考える

こともできる｡ 図1 2 に W eb に蓄積された コ ン

テ ン ツを療介として知識 ･ 情報を共有 ･ 活用

するシ ス テム のイメ ー ジを示す｡

知識情報は, トラ ンザク シ ョ ン ･ デ ー タ ベ

ー ス や文書デ ー タ の中だけで なく, W eb の コ

ンテ ン ツ等の様々 な形態で存在 し, 知識の源

泉は組織の構成員の中にある｡ W eb を利用す

る ことで , ･知識情報の作成 ･ 更新 ･ 配布等が

容易にな.り , 知識の 正確さや新鮮度とい っ た

質が向上 し, 情報シ ス テム と して の利用価値

が高まることが期待され る｡

7 . 緒 言

行政情報を市民に提供するためにホ ー ム ペ

ー ジを利用する方法は有効で あるが, 単にホ
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人間 人間

図1 2 : W e b を利用した知識中心型情報シ ス テ ム

-

ム ペ ー ジ上で 情報を公開するだけで なく,

市役所内のイ ン トラネッ トを利用 して担当職

員自らが情報を作成 ･ 変更 ･ 閲覧で きる シ ス

テ ム を試作 して検討するこ とで以下 の結論を

得た :

1 . 市民だ けで なく市職員にと っ ても行政

情報シ ス テ ム を有効に活用で きる

2 . 共通 の 行政情報デ ー タ ベ ー ス を使 っ て

自動的にH T M L フ ァ イ ル を作成するこ

とでデ ー タ の作成 ･ 変更 の 手間を最小

限に抑える こ とがで きる

3 . W e b ブラウザを利用 した フ ォ
ー ム 形式

の利用者イ ンタ フ ェ
ー ス で ほ ぼ満足 の

いく操作が可能で ある

4 . 全文検索機能は組織や分類を越えた情

報にアクセ ス で きる点にお い て有効で

ある

5 . デ ー タ の作成 ･ 変更に関 して 認証機能

等の ア クセ ス 制限が必要で ある

6 . デ ー タ の整合性 の観点か ら排他制御機

能が望ま し い

7 . 大量デ ー タを取り扱う場合はD B M S 等

の シ ス テ ム が必要と思われるが,

｢
窓 口

ガイ ド｣ 程度の 情報で あればP e rl で作

成 したプ ロ グラ ム で も十分に対応 で き

る

人間

2 3

更に, 著者らの経験を元 に, W e b を利用 し

た情報管理 シ ス テ ム に つ い て 考察 した結果,

以下 の方向性を得た :

･ W e b に保存された情報は, トラ ンザク シ

ョ ン ･ デ ー タ ベ ー ス
, 文書デ

ー タ ベ ー ス
,

W eb コ ン テ ン ツを含め,

｢ 知識｣ という概

念で統 一 的に扱うことができる

･ 今後ますます増大が予想されるW e b コ ン

テ ン ツ の 管理 は, 知識管理 の ような広 い

概念の中で他の 情報とともに統 一 的に実

施す べ き今後の課題で ある



2 4 近 藤 潔 ･ 米 川 覚 ･ 土 肥 慶
一

郎 ･ 山 本 真 弘

引用文献

1 ) G . L . R ei n
,
D .L . M cC u e , J . A .Sl ei n : A C a s e fo r D o c u m e n t M an a g e m e n t F u n cti o n s o n

th e w eb , C o m m u ni c ati o n s of th e A C M
,
V ol .40 ,

N o .9 , p p .81
-

89 (1997)

2 ) V .B al a s u b r am an i an ,

- A . B a shi an , D .
P o r ch e r :

'
A L a rg e - s c al e H y p e r m edi a A p plic atio n

u si n g D o c u m e n t M an a g e m e n t an d W eb T e ch n ol o gi es ,
H y p e rte x t 97

,
S o u th a m p t o n

U K
, p p .13 4-145 (1997)

3 ) B B u r n s : M o vi n g D o c u m e n t C o n t r ol S y s te m s t o th e C o r p o r at e I n tr an et : O n e

c o m p an y
'

s s tr a t e g y ,
S I G D O C 97 , S n o w bi rd U t a h U S A

, p p .ll
-

1 6 (1 997)

4 ) 高橋 : 業界 の救世主になるか? イ ン トラネ ッ ト, Bit , p p .
13 - 19 (1 997)

5) 高岡市広報統計課 : 窓口ガイ ド95 高岡市 ( 1995)

6 ) 富山市ホ ー ム ペ ー ジ (h 也p ://Ⅶ w w . c a p . o r .jp /t o y a m a/)

7 ) 金沢市ホ ー ム ペ ー ジ (h tt p :// w Ⅶ Ⅳ . city .
k a n a 2:a W a .i s hik a w aj p)

8 ) C .Li u e t al . : M an a gi n g N T E R N E T I n fo r m ati o n S e r vi c e s
,
0

'

R eille y & As s o ci at e s ,

h c . (1994)

9 ) 馬場 : フリ ー ソ フ ト で構築する全文検索 シ ス テ ム ( fr e e W AIS - sf とS F g at e を用いた構築例) ,

S oft w ar e D e sig n , 1 997 年8月号, p p .90
-

9 8

1 0) 相田 : fr e e W A IS によるサ ー

チ エ ンジン構築法, U N R U S E R ,
1998 年3月号･ p p ･4 3- 52

l l) L . W al l , T . C h ri s ti a n s e n : P r o g r a m m i n g P e rt (2 n d E ditio n) ,
0

'

R eilley & As s o ci at e s ,

h c (1 996)

1 2) E .Si e v e r
,
D

.
F u t a o : P e rl M od u l e R ef e r e n c e V ol .1 & 2 ( P e ar l R e s o u r c e Ki t) ,

P
'

R ei11e y & As s o ci ate s ,
I n c ( 1 997)

13) 棲み分けを明確に したメイ ン 7
,
レ

- ム/ U N K / W i n d o w s N T (現実の企琴からみた問題点と

展望) , O p e n N et w o rk , 199 7 年6月号, p p .65
- 67

1 4) 井下田 : ノ
ー

ツ とデ ー

タ ベ ー

ス とイ ン タ ー ネ ッ ト 3 つ の連携で
･

? くる企業シ ス テ ム ,

O p e n N et w o rk , 1996 年1 0月号, p p .
1 00 - 1 06

15) 遠藤 : ク ライ ア ン ト サ ー バ ･ シ ス テ ム からイ ン トラ W e b - の展開, O p e n N ete o r k ,

1 9 9 6 年7月号, p p .
46 - 53

16) 吉岡 : S G M L の ス ス メ , オ
ー ム社 ( 1993)

17) D . E . 0
'

Le a r : E n t e r p ri s e K n o wl ed g e M an a g e m e n t , ⅡE E C O M P U T E R
,
V ol ･31

,
N o ･3

,

p p .54
-

61 ( 1998)

1 8) D . E .H a r ri s : C r e ati n g a K n o w l ed g e C e n t ri c I n fo rm ati o n T e ch n ol og y E n vi r o n m e n t

( 19 9 6) , (h tt p :// Ⅶ w w .h t c s . c o m / c k c .h t m )

1 9) 近藤 ･ 藤田 ･ 米川 : 学内L A N における シ ス テ ム運営の効率化と ユ ー ザサ ー ビ ス 向上の試み ,

高岡短期大学紀要, 第 7 巻, p p .
2 9 - 38 (1 9 96)

2 0) 近藤 ･ 米川 : 分散ネ ッ ト ワ
ー

クにお けるサ ー バ の集中管理法 ( W W W ホ ス ト - の実装) ,

高岡短期大学紀要, 第 9 巻, p p .1 3
- 2 4 (1 9 97)



イ ン トラネ ッ トを利 用 した行 政情報提供 シ ス テ ム の試 作と検討

T ri al I m pl e m e n t ati o n o f a P u bli c A d m i mi st r ati v e

h fo rm ati o n S y st e m o n a n h t r an et
- A st u d y o n h fo rm a ti o n M a n a g e m e n t o n a W eb -

Ki y o shi R O N D O
,
S at o ru Y O N E K A W A

,
K eiic hir o D O I a n d M a s ahir o Y A M A M O T O

( R e c ei v e d M a y 15 , 1998)

2 5

A B S T R A C T

T a k a o k a Cit y an d T ak a o k a N a ti o n al C olle g e c a mi e d o u t a j oi n t re s e a r ch i n t o th e ef fe c ti v e

w a y of s h a ri n g p u bli c a d m i n i s t r a ti v e i n f o rm ati o n a m o n g cit y o ffi c e s t aff a s w ell a s am o n g

citi z e n s . T o p r o vi d e citi z e n s wi th p u blic a d m i n i s t r ati v e i n fo m a ti o n i s s o i m p o rt an t th at

th e r e a r e m an y citie s w hich k e e p it o p e n t o th e p u blic o n th e W e b . It i s u s e fu l n o t o nl y fo r

citi z e n s b u t al s o fo r cit y o ffic e st aff . P a p e r b r o c h u r e s s u ch a s
"

T h e City W i n d o w G uid e
"

i s

n o t s uit a ble fo r r e fl e c ti n g t h e fr e q u e n t ch an g e of i n fo r m ati o n m ad e b y th e st aff o f m an y

d e p a rt m e n ts w hi c h a re i n v ol v ed i n c r e a ti o n an d m ai n t e n an c e of th e a d m i ni st r a ti v e i n fo rm a -

ti o n . T h e a u th o r s d e v el o p e d a t ri al s y st e m w hi ch e n a ble s st a # m e m b e rs t o c r e at e an d

m o dify in fo rm a ti o n o n th e W eb . T h e s y s te m s h o w e d th e fe a sibility o f p r o m p t m o dific a ti o n

an d di st ri b u ti o n o f i n fo rm a ti o n . T h e r ol e o f i n fo rm a ti o n m an a g e m e n t o n th e W eb wi th in

〃

I n t r a n et
〃

w a s s t u di e d b a s e d o n t h e t e st r e s ult s a n d 也e e x p e ri e n c e o f t h e m a n a g e m e n t of

也 e W e b of T ak a o k a N atio n al C olle g e .

E E γ W O R D

I n t r an e t ,
h o m e p a g e , W e b , p u bli c a d m i ni st r ati v e i n fo rm a ti o n

,
i n fo rm a ti o n m an a g e m e n t ,

d o c u m e n t i n fo r m a ti o n
,
i n fo rm a d o n s e a r c h


